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日本感染症学会 蚊媒介感染症専門医療機関ネットワークについて 

 

 

昨年のデング熱の国内発生等から、今後、一次医療機関においてデング熱や

チクングニア熱疑い患者を診察する機会が増加することが予想されます。 

今般、蚊媒介感染症に関する特定感染症予防指針の策定に伴い、一次医療機

関が専門医療機関にデング熱等の疑い患者の診断・治療や入院の要否、必要に

応じた患者の受け入れ等について相談する体制が必要とされていることから、

日本感染症学会において、一次医療機関などからのこれらの相談への対応を行

う蚊媒介感染症専門医療機関によるネットワークが立ち上げられ、同学会ホー

ムページ（http://www.kansensho.or.jp/mosquito/medical_list.html）に蚊媒介感染症

専門医療機関一覧を掲載したことについて、別添の周知方依頼がまいりました。 

なお、現在の医療機関数は全国１５５施設ですが、デングウイルスＮＳ－１

抗原のＥＬＩＳＡ検査実施の可否等の詳細については、各専門医療機関に直接

問い合わせていただくことになります。 

つきましては、貴会におかれましても本件についてご了知のうえ、貴会管下

郡市区医師会、関係医療機関等に対する情報提供について、ご高配のほどよろ

しくお願い申し上げます。 

 

 



公益社団法人日本医師会

会長横倉義武先生

謹啓盛夏の候、益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。

さて、厚生労働省から告示された蚊媒介感染症に関する特定感染症予防指針(平成27

年厚生労働省告示260号)に伴い、一次医療機関が専門医療機関に、デング熱等の疑い患

者の診断・治療や入院の要否、必要に応じた患者の受け入れ等について相談する体制を執

るため、当学会の感染症専門医認定研修施設から手挙げして頂き、蚊媒介感染症専門医療

機関ネットワークを立ち上げました

この蚊媒介感染症専門医療機関については、平成27年7月20日現在で、全国 155施設

にご参加いただいておりますこれらの施設でデングウイルスNS-1抗原の乱ISA検査の

保険適用が得られるのは132施設ですが、検査可能な施設は34施設にとどまっておりま

す相談・受入等については、各専門医療機関に直接問い合わせていただくことになりま

す
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つきましては、蚊媒介感染症専門医療機関ネットワークの施設を、当学会ホームページ

にて公表致しましたので、日本医師会会員の皆さまへご案内いただければ幸いです。

今後ともどうぞ宜しくぉ願い申し上げます

蚊媒介感染症医療機関ネットワーク
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